口 lOnesr sound, vision, soul 


SE-DRS 300 OC 用増設ヘッドホン 

SE-DHP 3000 



このたびは、弊社の製品をお買い求めいたださ、まことにありびとラございます。ご使 
用の前にこの「取扱説明書」を最後までよくお読みのラえ、『安全上のごま意』に従い 
正しくお使いください。お読みになったあとは「保証書」、「サービス窓□のご案内」と 
一緒に必ず保管してください。また、この製品は一般家庭用として作られたちのです。 
営業目的で使用し故障した場合は、保証期間内でも有償修理を承ります。 


取扱説明書 












この表示の欄は「人び死 t または重傷を負ラ危険び切迫し 
て生じることび想定される内容」を示しています。 


この表示の欄は r 人び死 t または重傷を負ラ可能性び想定 
される内容」を示しています。 


この表示の欄は「人び傷害を負ラ可能性び想定される内容 
及び物的損書のみの発生び想定される内容」を示しています。 


ミ主意 


安全上のご注意 


ミ全に正しくお使いいただくために、必ずお守りくださし、。 


♦ご使用の前にこの「安全上のごを意」と「取扱説明書」をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 
•お読みになったあとは、いつでも見られる所に必ず保管してください。 

この安全上のごま意、取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや 
他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示 
と意味は次のようになっています。 


【設圖 

電源を入れる前には音量を最小にして < ださい。突然大さな音び出て聴力障害などの原因 
となることびあります。 


A 


【使用方法】 

ヘッドホンをご使用になるときは、音量を上げすざないようにごを意ください。耳を刺激す 
るような大きな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を与えることびあります。 
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電池についてのち全上のご注意 

液漏れ • 破損-発熱-発乂による大けがや失明を避けるため、 
下記の注意事項を必ずお守りください。 

本機ではの電池をお使いいただけます。 

専用充電式リチウムイオン電池角形 


A 筒埃 

巧電式電池の液び漏れたときは ••• 

• 素手で液を触らない 

• 液が目に入ったとさは、目をこす5ず、すぐに水道水などのきれい 
な水で十分に洗い、ただちに医師の治療を受けてください。 

• 液が身体や衣服についたとさは、すぐにされいな水で十分に洗い流 
してください。皮膚の炎症やけびの症状びあるとさは、医師に相談 
してください。 


么ち険巧電式電池について 


• 付属の充電式電池を他の機器に使用しない。 

♦機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

♦本機!;!外で充電しない。 

•火の中に入れない。分解、加熱しない。 

参乂のそばや直射日光の当たるところ • 炎天下の車中など、高温になる場所 
で使用•保管•放置しない。 

参コイン、キー、ネックレスなどの貴金属と一緒に携帯 • 保管しない。 

参シヨートさせない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 指定された種類外の充電式電池は使用しない。 

• 長時間使用しないとさは取り外す。 


A ミ主意 


•使い切った電池は取り外す。長時間使用しないとさも取り外す。 


鎮 

Li-ion 


お願い 


使用済み充電式電池は貴重な資源です。端子（金属部分）にテープ 
を貼るなどの処理をして、充電式電池リサイクル協力店にお持ち< 
ださい。 

充電式電池の回収‘1」サイクルおよびリサイクル協力店については、 
社団法人電池工業会ホームページ 
http://www.baj. □り p/ を参照してください。 

液漏れび起こった時は、電池入れについた液をよく拭さ取ってから 
新しい電池を入れてください。 
















1. 主な特長 


Hi-Performance & Hi-Quality (高性能 • 高品質） 


♦「ノイズレス」「広帯域」非圧縮 RF デジタル伝送技術を採用。 
参0已〇の大□径振動板へッドホンユニット採用。 


User-Friendly (使い勝手) 


♦バッテ U- 消費を防ぐ自動電源日 N/OFF 機能を搭載。 


Comfortable (快適) 


参20 %の軽量化^1と低重必化を施した快適へッドホン。 
♦バックスキンの風合いで蒸れやべ夕つきを抑える快適イヤーパッド。 
•耳に優しく柔軟なフィット感、デュアルスタビライズド八ンガー採用。 
《1: SE - D 旧2000 C のヘッドホンとの比較 


_ 2. 製品の憤ぶを®認すを 

本機をお使いになる前に、すべてそろっているかご確認ください。 


■ ヘッドホン 



■ 専用充電 式 U チウムイオン 電池 
※へッドホン本体にセツトされています。 


■ 取扱説明書（本書） 

■ 保証書 

■ サービス 窓□のご案内 


3. 各部の名碌とはた6き 




① POWER (電源)インジケーター 

へッドホンを頭に装着すると、 点灯します。 

⑨巧電端子 

③フリーアジャストバンド 

頭にかけると自動的にフィットします。 


④ VOL (音量）つまみ、 CH/ID ボタン 

VOL: 音量を調整します。 

CH/ID： 電波の状態び悪くなったとさや、 
ヘッドホンを増設するとさに使用します。 

⑥電池ケース 

付属の充電式電池用の電池ケースです。 
ネジを外してスライドさせるとフタび開き 
ます。 


⑥イヤーパッド 


































ん専用巧電式リチウムイオン電池を巧電する 


最初にお使いになるときは、必ず充電してください。 

※付属の充電式電池は、出荷時はへッドホン本体にセットされています。 
詳しくは、 SE - DRS 3000 C の取扱説明書14〜1已ぺージをご覧くださし、。 

■ 充電時間の目安と使用可能時間 


充電時間 

使用可能時間 

] 時間 

約3時間 

3時間 

約7時間 


5-巧電時のご注意 


参バッテ U —は化学反応を利用しています。 

周囲の温度の影響を受けやすいため、充電は極力] 0 °C 〜3已でで行ってください。 

• 充電樹ホノ くッテリー部分び温かくなりますび異常ではありません。 

•本機に付属の充電式電池外は使用しないでください。 

6. のを〜 y ドホンに登録する 


最初にお使いになるときは、必ずトランスミッターの ID をヘッドホンに登録してくださし、。 

詳しくは、 SE - DRS 3 日00 C の取扱説明書2目〜27ページをご覧ください。 

7. ffl い方 


本機は単体ではご使用になれません。 SE - DRS 30 日 0 C のトランスミッターと組み合わせ 
てお使いください。 

詳細は、 SE - DRS 30 日日 C の取扱説明書をご覧ください。 



映画の場合、静かなシーンで音量を上げすざると、爆発シーンなどの大をな音で耳を痛めることび 
あります。音量を上げすざないでください。 






































瓦電池を交換する 


充電しても持続時間び極端に短くなった場合は、電池の寿命です。お買い求めになった販売店また 
はパイオニアサービスステーションにご相談ください。 


1. 電池ふたを外す。 


3.電池ふたを取り付ける。 


プラスドライバーでねじ 
(1 本）を外し、矢印ち向 
にスライドさせて、電池ふ 
たを外します。 

《プラスドライバーは同捆 
しておりません。市販の 
ドライバーをご用意くだ 
さい。 



2.専用充電式リチウムイオン 
電池を交換する。 



1と逆の手順で電池ふたを取り付けます。 



この部分にツメびあります。 

電池ふたび浮かないよラに、ケース 
側に押し付けなびらスライドさせ 
て < ださい。 


9. 巧障かな？と思った6 


故障かな？と思ったら、チェックしてみてください。ちょっとした操作三スび故障と思われびちです。 
また、本機じ(外の原因を考えられます。ご使用の AV 機器などをあわせてお調べください。 

下記の項目に従って再度点検されても直らないときは、お買い上げの販売店またはパイオニアサービス 
ステーションにご連絡ください。 


症状 

考えられる原因と処置 

音が出ない 

参ヘッドホンの POWER インジケーターび点灯するか確認してください。点灯しな 
い場合は、充電式電池び消耗しているので充電してください。 

•ヘッドホンに電波び届いていない場合びあります。下記を確認してください。 

①なるべくトランスミッターの近くでヘッドホンを使用する。 

③トランスミッターとヘッドホンの周辺に 2.4 GHz 帯の周波数を使用する無線や、 
電子レンジなどの機器び無いことを確認する。 

③トランスミッターの位置を変える。 

•ヘッドホンの音量を上げてください。 

音量を上げても聞こえないとさは、音量を下げてから他の項目をご確認ください。 
音量を上げすざたが態で音び出ると、ちを痛めることびあります。 

•増設したヘッドホンにトランスミッターの1□び設定されていない。 


※上記点検項目と共に、システムの取扱説明書に記載されている項目をあわせて点検してください。 


静電気など、外部か日の影響により本機が正常に動作しないことがあります。このようなときは、 AC アダプターを一度 
抜いて再び差し込むことで正常に動作する場合があります。これで解ミ夫しないときは、お買い上げの販売店または最寄 
りのサービスステーションにご相談ください。 
















10. ほ用上のごミ主意 


ヘッドホンについて 

-ヘッドホンは、音量を上げすざると音び外にちれます。 
音量を上げすざて、まわりの人の迷惑にならないよラに 
気をつけましょう。 

-雑音の多い所では、音量を上げてしまいびちですび、へ 
ッドホンで聞くとさはいつを、呼びかけられて返事びで 
さるく b いの音量を目まにしてください。 

-耳を刺激するような音量で長時間聴くと、聴力に悪い影 
響を与えることびあります。 

イヤーパッドについて 

ヘッドホンのイヤーノ くッドは布製ですので、整髪剤の種類 
などによっては色落ちする場合びあります。 

お手入れのしかた 

機器の外装の汚れは、柔らかい布でから拭きしてください。 
ちれびひどいとさは、うすい中性洗剤溶液をしめらせた巧 
で拭いてください。シンナー、ベンジン、アルコールなどは、 
表面の仕上げを傷めるので使わないでください。 


取り扱いについて 

• ヘッドホンを落としたりぶつけたりなど、強いショックを 
与えないでください。故障の原因になります。 

• 各機器を分解したり、開けたりしないでください。 

設置について 

• 次のよラな場所には置かないでください。 

•窓を閉め切った自動車の中や直射日光び当たる場所、 
および暖房器具の近<など温度び非常に高い所。 

■ほこりの多い所。 

-ぐらついた台の上や傾いた所。 

•振動の多い所。 

異常や不具合び起きた5 

• 万一異常や不具合び起きたり、異物び中に入ったとさは、 
すぐに電源を切り、お買い上げ店、またはノ くイオニアヴ 
ービスステーションの窓口にご相談ください。 

• お買い上げ店、またはサービス窓□にお持ちなる際は、 
必ずヘッドホンとトランスミッターを一緒にお持ちくだ 
さい。 


11. 保証と アフターサービス 


保証書（別添） 保証書は必ず「販売店名•購入曰」などの記入を確かめて販売店から受け取り、内容をよ<読 
んで大切に保管してください。 

保記期間は購入曰か51年間です。 

当社よ、この製品の補修用性能部品を製造打ち切り後、最低6年間保有しています。性能部品 
とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

修理に関する お買い上げの販売店、または最寄りのノ くイオニアサービスステーションをご利用ください。所 

ご質問、ご相談は 在地、電話番号は別添の r サービス窓□のご案内」をご覧ください。 


保証期間中は 


修理に際しましては、保証書をご提示ください。保罰書に記載されている当社保証規定に基 
づいて修理いたします。 


保証期間び 修理す机ま'使用できる製品につい口ま、ご希望により有料で修理いたします。 

過ぎているとをは 


連絡して •ご住所•お名前•お電話番号•製品名•型番•ご購入曰 

いたださたい内容 •故障または異常の内容（でさるだけ詳しく） 


12. 仕樣 


■ヘッドホン SE-DHP 3000 

再生周波数帯域 • • • • • 10 Hz 〜24 kHz 


電源 .DC 3.7 V(付属充電式電池) 

質量 . 約3己〇呂 


■付属品 

専用充電式 U チウムイオン電池 XI * 
取扱説明書 X] 

イ呆証書 X] 

サービス 窓口のご案内 X] 

* 電池はヘッドホン本体にセットされています。 


•本機の仕様および外観は改良のため、予告なく変更することびあります。 















電波に関ずるご注意 


■ 機器認定について 

本機は電波法に基づ<ル電カデータ通信システム無線局設備と 
して、技術基準適合証明を受けています。したびって、本機を使 
用するとさに無線局の免許は必要ありません。 

ただし、政下の事項を行うと法律で罰せられることびあります。 

-分解/改造すること。 

-本機に貼ってある証明ラベルをはびすこと。 

また、本機は日本国内のみで使用でさます。 


■ 周波数について 

本機は、 2.4 GHz の周波数帯の電波を利用しています。 

参周波数表示の見かた（本機底面の証明ラベルに記載） 

- 2.4 GHz 帯を使用する無線設備を表します 

I- DS 変調ち式を表します 

2.4 DS 4 —想定される与干渉距離（約40 m) を表します 



2.400 GHz 〜2.483已 GHz の全帯域を使 
用し、かつ移動帯識別装置の帯域を回避不可 
であることを意味します 


この周波数の電波は、いろいろな無線機器び使用しています。 
次の場所では本機を使用しないでください。ノイズび出たり、受 
信びでさなくなる場合びあります。 

♦ 同じ周波数帯 （2.4 GHz ) を利用する無線通信機器である 
Bluetooth 、 無線 LAN 、 また電子レンジなどの機器の磁場、 
静電気、電波障害び発生するところ。（環境により電波び届か 
ない場合びあります） 

♦ ラジオから離してお使いください。（ノイズび出る場合びあ 
ります） 

• テレビにノイズび出た場合、トランスミッターびテレビ、ビデ 
才、 BS チューナー、 CS チューナーなどのアンテナ入力端子に 
影響を及ぼしている可能性びあります。トランスミッターを 
アンテナ入力端テから遠ざけて設置してください。 

本機の使用する周波数帯域に.4 GHz ) では、無線機器 
Bluetooth 、 無線 LAN 、 また電モレンジなどの機器の他、工場、製 
造ラインなどで使用されている移動体識別用の構内無線局（免許 
を要する）および、特定ル電力無線局び同じように利用されて運用 
されています。 

本機を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局、および 
特定ル電力無線局び運用されていないことを確認してください。 
万一、本機から移動体識別用の構内無線局に対して電波障害の 
事例び発生した場合、すみやかにその場で本機の使用を中断し 
て < ださい。 


<各窓□へのお問い合わせの時のごミ主意> 

「0120」で始まる眉！フリー〕ールおよび函フ U- ダイヤルは、 PHS、 携帯電話などからは、ご使用に 
なれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

•商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご相談窓口およびカタ□グのご請求について_ 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜9:3□〜1狂00、±曜■日曜-祝日9:30〜12:00、 13:00-17:00 (弊社休業日は除く） 

♦家庭用オーディオ/ビジュアル商品 ■ 13 0120—日44 一 222 ■—般電話03— 已49日一29日6 

■ファックス 03 — 34日0— 日718 

■インターネットホームぺージ http :// pioneer . jp / support / 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 

ホームページでの カタ□グ請巧と メールサービス 登録のご案内 
http://pioneer.Jp/support/ctig.html 


長年ご使用の AV 機器の点検を! 


I 愛情点巧 II 


• AC アダプターび異常に 




り 

このよラな固犬は 
ありませんか 

熱くなる。 

- AC アダプターにさけめ 
やひび割れびある。 

-電源が入ったり切れたり 
する。 

•本体か 5 異常な音、熱、 
臭いがする。 

今 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、すぐ 
に電源を切り、 AC アダプター 
をコンセントか 5 抜き、必ず 
販売店にご相談ください。 
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